
あなたの声を呼びかけに加える 

聖書研究 

弟子であること 

 

はじめに 

これらの聖書研究の資料は、ランベス会議およびランベス・コールのフェーズ 3の一貫として作成さ

れました。この聖書研究は、「弟子であること」に関するランベス・コールについてのものです。「弟子

であること」に関するランベス・コールはこちらからご覧いただけます。 

 

この研究の利用方法 

「呼びかけと応答」 — 聖書研究の形式 

 

ランベス・コールはそれぞれ、アングリカン・コミュニオンに提出され、応答することが求められて

います。聖書研究は、「呼びかけと応答」の形式に基づいています。「弟子であること」に関する聖書研

究は、次の 3つのステップをたどることが勧められます。 

 

1．呼びかけに耳を傾ける 

この呼びかけ  ランベス・コール）の主なメッセージである 「イエス・キリストの愛と自由とい

のちを与える道を繰り返し学ぶ」ことを共に探求し、 「宣教の五指標」を人生の規範として形作られ

るようにします。 

 

2．聖書に耳を傾ける 

弟子たちの最初の呼びかけ ヨハネ 1:35～42）から彼らの大きな使命 マタイ 28:6-20）、そして

それに続く励まし 2テモテ 22:1）まで、聖書の 3つの箇所を読んで考えてください。これらの言

葉が、あなたの人生の中でイエスの呼びかけに新たに応答するために、どのようにあなたを導くか

を神に尋ねます。 

 

3．応答をする 

「イエス・キリストの愛と自由といのちを与える方法を繰り返し学ぶ」ために何ができるかを考

え、「伝える、教える、世話をする、変革する、大切にする」習慣を身につけます。 

 

はじめましょう 

1．呼びかけ（ランベス・コール）を聞く（20 分） 

「弟子であること」についてのランベス・コールを読みます。 

背景を理解するために、弟子であることをテーマとしたウェビナー録画の短いクリップを見ます。 

 

次の点に注意しましょう。 
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・「弟子であること」についてのランベス・コールは、私たちの人生のあらゆる面でイエスのいのちを

与える道を「繰り返し学ぶ」ことを、すべての聖公会員に呼びかけています。 

・ランベス・コールはまた、アングリカン・コミュニオンの「宣教の五指標」を人生の規範として、

つまり私たちの霊的生活の中で身につけるよう、すべての聖公会員に呼びかけています。 

 

「宣教の五指標」とは 

１．Tell 伝える：神の国の良き知らせを宣言すること 

２．Teach 教える：新しい信徒を教え、洗礼を授け、養うこと 

３．Tend 世話をする：瘉やしの働きなどの愛の奉仕によって人々の必要に応答すること 

４．Transform 変革する ：社会の不正な構造を改革し、あらゆる暴力に反対し、平和と和解を追求す

ること 

５．Treasure 大切にする ：被造物の本来の姿を守り、地球の生命を維持・再生するために努力するこ

と 

 

2．み言葉を聴く（20 分） 

 

次の 3つの箇所を読み、一緒に考えてみましましょう。 

 

ヨハネによる福音書 1:35-42：弟子たちの召命は、イエスの宣教の始まりであり、先にあるすべての

ものの基礎を築くものです。 

35その翌日、また、ヨハネは二人の弟子と共に立っていた。36イエスが歩いておられるのに目を留め

て言った。「見よ、神の小羊だ。」37二人の弟子はそれを聞いて、イエスに従った。38イエスは振り返

り、二人が従って来るのを見て、「何を求めているのか」と言われた。彼らが、「ラビ——『先生』と

いう意味——どこに泊まっておられるのですか」と言うと、39イエスは、「来なさい。そうすれば分か

る」と言われた。そこで、彼らは付いて行って、どこにイエスが泊まっておられるかを見た。そして

その日は、イエスのもとに泊まった。午後四時ごろのことである。40 ヨハネから聞いて、イエスに従

った二人のうちの一人は、シモン・ペトロの兄弟アンデレであった。41彼は、まず自分の兄弟シモン

に会って、「私たちはメシア—— 『 を注がれた者』という意味——に出会った」と言った。42そして、

シモンをイエスのもとに連れて行った。イエスは彼に目を留めて、「あなたはヨハネの子シモンである

が、ケファ——『岩』という意味——と呼ぶことにする」と言われた。 

 

マタイによる福音書 28:16-20 ：イエスの地上での宣教が終わり、次に来るもの、すなわち世界中に福

音を広める始めるという大宣教命令です。 

16さて、十一人の弟子たちはガリラヤに行き、イエスの指示された山に登った。17そして、イエスに会

い、ひれ伏した。しかし、疑う者もいた。18イエスは、近寄って来て言われた。「私は天と地の一切の

権能を授かっている。19だから、あなたがたは行って、すべての民を弟子にしなさい。彼らに父と子

と聖霊の名によって洗礼を授け、20 あなたがたに命じたことをすべて守るように教えなさい。私は世

の終わりまで、いつもあなたがたと共にいる。」 
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テモテへの手紙二 2:1：パウロがテモテの弟子としての歩みを育み、どんな困難があっても繰り返し

学び続けるよう励ます言葉。 

「そこで、私の子よ、あなたはキリスト・イエスにある恵みによって強くなりなさい。」 

 

 

ディスカッションの質問： 

• これらの聖句は、あなたの現在の状況や立場において、弟子であることについてどのように語り

かけていますか？ 

• 「宣教の五指標」の中で、特に思い起こされるものがありますか？ 

• キリストの弟子として生き、学ぶ 学び直す）上で、あなたを元気づけるものは何ですか？ 

 

 

3．応答をする（20分） 

弟子であることへの呼びかけにどのように応答するか、特に「宣教の五指標」を人生の規範として展

開させる方法を考えてみましょう。 

 

次にいくつかのアイデアを挙げます。 

• 定期的に声に出して唱える簡単な祈りを書く。 

• 弟子であることについて、あなたが「もう一度学びたい」と思う分野を認識し、計画を立てる。 

• 生活の規範としての宣教の指標に取り組むための日課を作成する 例えば、1週間または月に1つ

を割り当てるなど）。 

• 1 つまたは 2つの宣教の指標を実践する地域のプロジェクトに参加する。 

• この生活の規範を守ることが、ともに分かち合われるように、教会共同体をサポートする。 

 

結びの祈り 

主よ、あなたはわたしたちに、神の国のよき知らせを宣言し、新しい信徒を教え養い、困難のうちにあ

る人々に仕え、社会の不正な構造を改革し、あなたの被造物を大切にする使命を与え、召し出してくだ

さいます。 

あなたがわたしたちに与えてくださった恵みによって強めてください。そしてこの呼びかけが人生の規

範となり、これらのことを一日一日、一年一年とわたしたちが行う習慣として身に着けることができま

すように、主イエス・キリストによってお願いいたします。アーメン 

 
 

サポートリソース 

この聖書研究に関連するアイデアやヒントの詳細は、Lambeth Conferenceウェブサイトまたはリソ

ースおよびアイデアについてのインフォメーション・シートをご覧ください。 

 

あなたの物語を共有してください ― ジョー主教からのメッセージ 
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旅の各段階で、ランベス・コールがあなたにとってどのようなものであるかをぜひ分かち合ってく

ださい。祈り、写真、短い証しや物語、プロジェクトに関する情報などを共有することもできます。 

 

次のWebサイトからそれらを共有してください： 

https://www.lambethconference.org/phase-3/share-your-story/ 

 

または、次のソーシャルメディアを通じてご連絡ください： 

Facebook：/LambethConference  

Instagram：/LambethConference  

Twitter：@LambethConf 

または、Bishop Jo Bailey Wells ジョー・ベイリー・ウェルズ主教）まで

電子メールを送ってください：ShareYourStory@lambethconference.org 

https://www.lambethconference.org/phase-3/share-your-story/
mailto:ShareYourStory@lambethconference.org

